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１．NIIの概要 



NIIの略史 
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年 月 事 項 

昭和51（1976）年5月 東京大学情報図書館学研究センター発足 

昭和58（1983）年4月 
東京大学文献情報センター設置（情報図書館学研究
センターを改組） 

昭和61（1986）年4月 学術情報センター（NACSIS）設置 

平成12（2000）年4月 
国立情報学研究所（NII）設置（学術情報センターの
廃止・転換） 

平成16（2004）年4月 
大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 
国立情報学研究所設置 



組織図（2013年4月～） 
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教員(約80名) 

職員(約50名) 



2つのミッション（研究と事業） 
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学術基盤推進部 

「研究と事業を車の両輪として情報学による未来価値を創成」 



Pain Driven（痛みから学ぶ） 
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「世界的にも、情報学の研究とＩＴサービス・ネッ
トワーク運用を同時に行っている機関は稀有です。
猛烈な勢いで進化する情報学において、実際にシス
テムを運用することを通じて様々なペインを自ら体
感することは、ＩＴの流れを肌で感じ今後の研究開
発の方向を把握する最も的確な手段であると同時に、
最先端の情報 サービスを大学と共創することに大
きく資すると確信します。」 

（所長あいさつ 喜連川 優） 

http://www.nii.ac.jp/about/overview/director/ 

http://www.nii.ac.jp/about/overview/director/


学術情報基盤 
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学術情報や研究教育資源の確保・共有 

• 日本全国の大学や研究機関などの学術情報基盤として運営 
• 全国にネットワークの接続拠点を設置し、研究教育を支援する高速ネットワーク 
• 国際的な先端研究推進のため、多くの海外研究ネットワークとも相互接続 

学術情報ネットワークの運営 

利用者認証・仮想研究コミュニティの構築支援 

• 大学等との連携により、学術研究・教育活動に不可欠な学術情報を確保し、
一般に広く公開・発信 

• 大学等の大型施設やスパコン等の資源の共同利用を促進 

連
携
・協
力 

連
携
・協
力 

大学、研究機関等 大学、研究機関等 

学術認証フェ
デレーション 

HPCI認証基盤 

学術情報ネットワークは、我が国の学術情報基盤の中核であり、大学等における
学術研究・教育活動全般を支える基盤を形成 

ネットワーク基盤の上に、大学等と連携して、さまざまな基盤・機能が構築する
ことで学術情報基盤を実現 

VPN 

• 学術情報や研究教育資源を安心・安全に活用するための認証基盤として、大
学等と連携・協力して学術認証フェデレーションを構築・運用 

• 仮想研究コミュニティの構築を支援するVPN機能や情報基盤センター群など
の計算資源を利用するためのHPCI認証基盤の運用 



学術基盤推進部組織図（2013年4月～） 
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学術基盤推進部 学 術 基 盤 課 

学術コンテンツ課 

総括・連携基盤チーム 

Ｓ Ｉ Ｎ Ｅ Ｔ チ ー ム 

図 書 館 連 携 チ ー ム 

図書館連携・協力室 

先端ＩＣＴセンター 

ＳＩＮＥＴ利用推進室 

学 術 認 証 推 進 室 

コ ン テ ン ツ チ ー ム 

支 援 チ ー ム 

コンテンツシステム開発室 

部内・課内総括、 

システム管理、認証 

学術情報ネットワーク 

の運営 

SINET利用者 

コンサルティング 

学認、HPCI認証の推進 

課内総括、CAT/ILL、 

機関リポジトリ 

ポータル、 

電子アーカイブ 

研修、SPARC Japan、 

NII図書室 

システム開発 

大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）事務局 

（大学図書館からの出向） 

所内情報基盤、クラウド推進 

教員との連携組織 



学術コンテンツ事業の全体像 
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学術情報の総合的な蓄積・発信・発見 

学術コミュニティ・社会 

基幹ネットワーク（SINET） 

共通基盤 

学術情報資源   

全国の大学で共同利用する 

認証基盤等のプラットフォーム 

大学等と連携した様々な学術情報の蓄積 

ディスカバリ・インターフェイス 
学術情報流通サービスの提供 

大学 学協会 

大学等の教育・研究機関の構成員（研究者・学生）が必要とする学術コ
ンテンツを、学術コミュニティと連携して確保・形成し、付加価値を付
けて提供することで、教育・研究に貢献する 

超高速・高機能・高信頼のネットワーク 



大学図書館との協定に基づく連携 
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「大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所と

国公私立大学図書館協力委員会との間における連携・協力の推進に関

する協定書」締結（平成22年10月13日） 

• （目的）  

 「我が国の大学等の教育研究機関において不可欠な学術情報の確保と発信

の一層の強化を図る」 

• （連携・協力の推進） 

1. バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保障体制の整備 

2. 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築 

3. 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化 

4. 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成 

5. 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進 

6. その他本目的を達成するために必要な事項 

• （組織） 

 NIIと国公私立大学図書館協力委員会との間に、連携・協力推進会議を設置 



連携・協力の枠組み 
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NII 
国公私大学図書館 

協力委員会 

これからの学術情報システム 

構築検討委員会（H24～） 

役割： 
協定書 
(1),(4),(5) 

連携・協力推進
会議（H22～） 

大学図書館コンソーシアム連合 

運営委員会（H23～） 

役割： 
協定書 
(3),(4),(5) 

事務局（JUSTICE） 

協力員 

実務研修生 

作業 

グループ 

参考： 
国大図協ｼｽﾃﾑ小委報告書 
図書館連携作業部会「構想」 

機関リポジトリ推進委員会 

（H25.10.2～） 

役割： 
協定書 
(2),(4),(5) 

作業部会 

◆役割： 
協定書に掲げる以下の事項の連携・協力を進める 
 

(1)電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス
保障体制の整備  →H23年度発足 
  

(2)機関リポジトリを通じた大学の知の発信シス
テムの構築 →H25年8月発足 
  

(3)電子情報資源を含む総合目録DBの強化 
→H24年度発足 
  

(4)学術情報の確保と発信に関する人材 
  交流・育成 
  

(5)学術情報の確保と発信に関する国際 
  連携推進 
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２．機関リポジトリ支援 



機関リポジトリとは 
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「大学がその構成員に提供する、大学とその
構成員が創造したデジタル資料の管理や発信
を行うために，大学がそのコミュニティの構
成員に提供する一連のサービス」 

 
（クリフォード・リンチ，2003） 
 



図書館にとっての機関リポジトリの意義 
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図書館 

（コレクション） 

図書館 

（コレクション） 

＝ 

機関リポジトリ 

キャンパス 

（学生，教職員） 

キャンパス 

（学生，教職員） 

教育研究成果 

外部情報源 

（書店，出版社等） 

外部利用者 

選書 

購入・ 

組織化 

提供 

発掘 

収集・ 

組織化 

提供 

デジタル前 

デジタル後 

（図書館を中抜きにしたアクセス） 



NIIの支援事業 
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 CSI委託事業（2005年～2012年） 

 IR構築・コンテンツ構築支援 

 先導的プロジェクト支援 

 コミュニティ活動支援 

 メタデータフォーマット（junii2）の作成と維持 

 学術機関リポジトリポータル（JAIRO） 

 機関リポジトリ構築ソフトウェアの開発と維持
（WEKO） 

 機関リポジトリクラウドサービス（JAIRO Cloud） 



大学との連携によるコンテンツの形成と発信 
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大学等 NII 

機関発信情報 
データベース 

C大学 機関リポジトリ 

B大学 機関リポジトリ 

A大学 機関リポジトリ 

研究者，大学等，学協会 

研究者 

一括検索機能の提供 大学等からの情報発信 

メタデータ自動収集 

（junii2フォーマット） 

機関リポジトリの構築 

機関内生産情報の収集・保存 

学術コンテンツ発信 

学術コンテンツ形成 

登録 

日本の機関リポジトリ
に蓄積された学術情報
を一括検索 

機関リポジトリの構築・連携支援 

http://mitizane.ll.chiba-u.jp/information/
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/index.en.jsp
http://dspace.wul.waseda.ac.jp/dspace/index.jsp


JAIRO（日本のリポジトリのポータルサイト） 
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http://jairo.nii.ac.jp/ 



日本のリポジトリ保有機関数 
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NIIによる構築支援事業実施 
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JAIRO Cloud利用 
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2013年11月11日現在 



世界一の保有数 
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世界のリポジトリ保有機関数：2,819 

17% 

15% 

8% 

6% 

4% 3% 3% 
3% 

2% 

2% 

2% 

35% 

Japan: 468

United States: 429

United Kingdom: 218

Germany: 167

Spain: 108

France: 79

Poland: 78

Brazil: 75

Italy: 73

India: 64

Canada: 63

Other: 997



登録コンテンツ数（本文あり）の推移 
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Software（ソフトウェア） 

Data or Dataset（データ・データベース） 

Learning Material（教材） 

Preprint（プレプリント） 

Article（一般雑誌記事） 

Research Paper（研究報告書） 

Technical Report（テクニカルレポート） 

Book（図書） 

Presentation（会議発表用資料） 

Conference Paper（会議発表論文） 

Departmental Bulletin Paper（紀要論文） 

Thesis or Dissertation（学位論文） 

Journal Article（学術雑誌論文） 

2013年10月31日現在 

本文ありコンテンツ数：1,225,381件 
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３．JAIRO Cloudとは 



JAIRO Cloud 
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 ＮＩＩが開発・提供する機関リポジトリのクラウドサービス 

 独自でリポジトリの構築・運用が難しい大学等に対して、各機関によるコンテンツ 

  の登載や公開を容易にする仕組み（平成２４年度運用開始） 

 今後の機関リポジトリ推進のための移行実験プロジェクトも展開 

B共同利用機関 

運用機関（ＮＩＩ） 

ハードとソフトは 
NIIが構築・運用 

共用リポジトリサービスにより 
・大学でのシステム運用負荷の軽減により機関リポ
ジトリ数の拡大 
・必要な機能を備えたシステムで全体の効率化 

「独自でリポジトリの構築・運用が難しい機関に対し

て、各機関が共通利用できる共用リポジトリのシ
ステムを構築することが必要。」 

  （科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術情報
基盤作業部会 「大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方に
ついて（審議のまとめ）」（平成21年7月））   

C大学 

各機関は 
SaaSで利用 

平成22年度補正予算による基盤の整備 

A大学 



JAIRO Cloudのサービス概要 
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WEKO 
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JAIRO Cloudでは 

リポジトリのシステムとして、 

WEKOを使っています。 

スワヒリ語でリポジトリを意味するWEKOの中にポトンと 

コンテンツを登録すると利用者の輪が広がりました。 



WEKOのシステム構成 
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Linux, Windows 

Apache 

PHP 

Maple 

NetCommons2 

WEKO 
NC2 

modules 

MySQL 

File 

System 
Operation System 

Middleware 

and 

Web Application 

Web Browser 



WEKOの特徴 
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 高機能で 

 リポジトリの運用に必要な機能はすべてそろっています。 

 簡単で 

 すべての機能がブラウザから操作できます。 

 安心で 

 皆さんのそばにいる我々が開発しています。 

 自分らしく 

 豊富なデザインやアドオンを使って好みのサイトが構築できます。 



JAIRO Cloud（SaaS型リポジトリ・サービス） 
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サーバ管理はNII 

図書館はコンテンツ登録に専念 

参加機関によるコミュニティ 



JAIRO Cloudの利点 
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 構築までのハードルが低い 

 コンテンツのリクルートと登録に専念 

独自構築 JAIRO Cloud利用 

予算 必要 不要（当面） 

システム構築 必要 不要 

システム管理 必要 不要 

コンテンツ登録 必要 必要 



申請状況 
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機関数 
内訳 うち公開

機関数 国立大学 公立大学 私立大学 短期大学 その他 

173 4 17 137 10 5 96 

※2013年11月11日現在（申請は随時受付中） 



申請から公開まで 
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参加機関 国立情報学研究所 

学内協議・参加申請 申請受理 

環境構築・ 

メーリングリスト登録 

参加館マップ登録 

画面デザイン 

データ登録 

登録データ 

用意 

公開決定・公開日連絡 アクセス制限解除 

公開・広報 コミュニティサイト登録 

データ提供申請・CiNii連携の案内 

ユーザーアカウント登録 

申請後 

約1.5ヶ月 



最短7日で公開 
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システム環境引渡し
から公開まで 

最短７日 
(平均 160日) 

直
近
で
公
開
し
た
機
関
（
申
請
順
） 
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４．登録デモ 



2つの登録方法 

33 

一括登録 個別登録 

アイテム登録2つの手法 : 個別登録 or 一括登録  

WEBブラウザからの登録 
一括登録 Client @ Windows 

( SWORD Client for WEKO) 

複数アイテムのインポート登録 1アイテムづつの登録 

WEKO USER WEKO 本文データ & メタデータ 



個別登録 

34 

①「アイテム登録」を選択 

④完成 ③メタデータを入力 

②アイテムをアップロード 



一括登録 
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①アイテム、メタデータの構成 

④完成 ③登録実行 

②SWORD Client for WEKO設定 



登録デモ 
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https://community.repo.nii.ac.jp/manual/ 

https://community.repo.nii.ac.jp/manual/
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５．学位論文対応 



学位規則の改正と機関リポジトリ 
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junii2の改訂（ver.3） 
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データ項目 変更内容 例 備考 

学位授与番号 新規追加項目 12345A9876 科研費機関番号(数字5桁) 
[ 甲>A | 乙>B | 他>Z ] 
報告番号 

学位授与年月日 2013-06-30 YYYY-MM-DD形式 

学位名 博士（理学） 

学位授与機関 国立情報学研究所 

著者版フラグ 博士論文の本文があ
る場合は、”ETD”を
入力する 

ETD 「やむを得ない理由」で要
旨にする場合は、”none”を
入力 

※博士論文の場合は、「国立情報学研究所メタデータ主題語彙集（資源タイプ）」
（NIItype）に”Thesis or Dissertation” を指定ください  

学位論文関連の変更点 



JAIRO Cloudのjunii2 ver.3対応 
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メタデータ 

(junii2 ) 
Ａ大学 

ＩＲＤＢ 

Ｂ大学 

Ｃ大学 
メタデータ 

(junii2) 

メタデータ 

(junii2) 

JAIRO Cloud参加機関 メタデータ 

収集・蓄積 

① 
junii2 バージョ
ン3.0のデータ
項目が入力可に 
(2013.7学位論
文関係データ項
目対応済） 

 

②junii2 バージョン 3.0出力設定（2013.12予定） 



メタデータ流通（学位論文） 
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メタデータ 
(junii2) 

Ａ大学 

ＩＲＤＢ 

Ｂ大学 

Ｃ大学 

IRDBのコンテンツを
検索 

メタデータ 
(junii2) 

メタデータ 
(junii2) メタデータ 

(junii2) 

メタデータ 
収集・蓄積 

国立国会図書館 

平成25年4月以降授与の 
学位論文メタデータ 
(junii2) 

学位論文 
PDF 

学位論文 
PDF 

学位論文 
PDF 

メタデータの情報をもと
に、国立国会図書館が論
文本文を収集 

学位論文 
PDF 

学位論文 
PDF 

学位論文 
PDF 

JAIRO Cloud 
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６．今後の展望 



JAIRO Cloudの更なる進化 

43 

 WEKOの機能向上 

 JaLC DOI対応 

 ROAT等のCSI委託事業成果の取り込み 

 

先進的な機能が自動で付与されます 

参加機関からのヒアリングを改修に生かしています 



マイグレーション対応の実証実験 

44 

 
 内容 

 利用機関数の多いリポジトリソフトウェアのデー
タ変換ツールを開発 

 システム移行に係る課題を整理し，データ変換
ツールとともに公開・共有 

機関リポジトリの既構築機関がJAIRO Cloudに移
行するために必要なツールを開発し，その動作・
機能を検証 



現在の進捗 
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 DSpace 
 筑波大学と先行実験を実施中 
 信州大学及び核融合科学研究所にヒアリン
グ実施済 

 XooNIps 
 旭川医科大学と移行ツールの仕様作成中 

 E-repository 
 千葉大学にROATも含めヒアリング実施済 

 NALIS-R 
山形大学にヒアリング実施済 

 



移行作業のイメージ 
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B大学 

リポジトリ 

NII 
データ変換ツール配布・ 

モジュール作成仕様公開 

JAIRO Cloud環境用意 

ベ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム 

C大学リポジトリ 

サーバー 

C大学 

リポジトリ 

D

S

p

a

c

e

 

モ

ジ

ュ

ー
ル

 

E

|

r

e

p

o

s

i

t

o

r

y

 

モ

ジ

ュ

ー
ル

 

メタ 

データ 

ＤＢ 

本文PDF等 

変換ツール 
移行対象 

コンテンツ 

システムに合わせた 

モジュールを使って変換 

C大学 

ＰＣ 

移行元リポジトリのデー
タ項目に合わせ、 

フィルタ設定を変更 

WEKO一括登録ツール 
(SWORD Client For WEKO) 

各大学 
ツールのインストール・データ変換
（システム管理者の作業を想定） 

一括登録（コンテンツ管理者の作業を想定） 

階層構造の情報ごと登録 
・ 

・ 

・ 



移行作業の基本的な考え方 
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 移行作業は移行元機関 

 国立情報学研究所は移行ツールの利用サポートを行う 

 柔軟性 

 Perlによるオープンソースアプリ 

 独自カスタマイズやバージョンの差異への対応 

 コンテンツ登録者による”SWORD Client for WEKO”の
フィルタ作成（要作成ドキュメント） 

 拡張性 

 移行ツールのモジュール仕様を公開 

 国立情報学研究所が未サポートの機関リポジトリのモ
ジュールを独自に作成可 



機関リポジトリ推進委員会 
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NII 
国公私大学図書館 

協力委員会 

これからの学術情報システム 

構築検討委員会（H24～） 

役割： 
協定書 
(1),(4),(5) 

連携・協力推進
会議（H22～） 

大学図書館コンソーシアム連合 

運営委員会（H23～） 

役割： 
協定書 
(3),(4),(5) 

事務局（JUSTICE） 

協力員 

実務研修生 

作業 

グループ 

参考： 
国大図協ｼｽﾃﾑ小委報告書 
図書館連携作業部会「構想」 

機関リポジトリ推進委員会 

（H25.10.2～） 

役割： 
協定書 
(2),(4),(5) 

作業部会 

◆役割： 
協定書に掲げる以下の事項の連携・協力を進める 
 

(1)電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス
保障体制の整備  →H23年度発足 
  

(2)機関リポジトリを通じた大学の知の発信シス
テムの構築 →H25年8月発足 
  

(3)電子情報資源を含む総合目録DBの強化 
→H24年度発足 
  

(4)学術情報の確保と発信に関する人材 
  交流・育成 
  

(5)学術情報の確保と発信に関する国際 
  連携推進 

 
 
 



重点的な取組み（検討中） 

49 

1. コミュニティの形成（人） 

2. システム基盤としてのJAIRO Cloudの強化（シス
テム） 

3. 教育研究成果の更なるオープンアクセス化（コン
テンツ） 

4. オープンアクセスのポリシー策定（政策） 

5. 機関リポジトリの戦略的な活用（上位レイヤサー
ビス） 



全体構想 

50 

知識インフラとしての機関リポジトリ整備 
大学等における教育研究成果のオープンアクセス化推進 

●コミュニティ形成 

●システム基盤 

●オープンアクセス化 ●ポリシー策定 

●戦略的活用 

DRF 

地域コミュニティ 
JCユーザグループ 

JAIRO Cloud 

SCPJ 

ROAT 

電子出版 

著者識別子 業績DB連携 

ワークフロー 

博士論文 

学内学会誌 

人社系学会誌 

研究助成論文 
大学等のポリシー策定 

政府や助成機関によるOA制度化 

アクティブ・ラーニング支援 

研究データの管理 

国
際
連
携 

社
会
連
携 

分野コレクション 

DOI付与 

教材 研究データ 



JCをコアとしたリポジトリ推進基盤 
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 単なるSaaS型の機関リポジトリ・システムファシリティではなく 

 CSI委託事業の成果である各種ツールやユーティリティ類を組み込み 

 コミュニティによる互助体制を含んだ包括的なインフラ 

JAIRO Cloud 
（SaaS) 

SCPJ 

ROAT 

電子出版 

ワークフロー 

業績DB連携 

JaLC連携 

識別子 

（コミュニティ） 

DRF 



52 

７．参考情報 



コミュニティサイト 

53 

https://community.repo.nii.ac.jp/ 

Movie Manual! 

https://community.repo.nii.ac.jp/manual/


テストサイト 
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https://test.repo.nii.ac.jp/ 

https://test.repo.nii.ac.jp/


WEKOの試行環境（PC上） 

55 

http://weko.at.nii.ac.jp/ 

ページの説明に沿って、Windows版
WEKOをパソコンにインストール 

「WindowsでWEKO」を 

クリック 

http://weko.at.nii.ac.jp/


問合せ先 

56 

 

ir@nii.ac.jp 
 

国立情報学研究所 
学術基盤推進部 学術コンテンツ課 
図書館連携チーム 機関リポジトリ担当 
 

https://community.repo.nii.ac.jp/ 

https://community.repo.nii.ac.jp/

